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研究の背景・目的 
今日、漁港施設は多様化するニーズへの対応や水産業・漁村の多面的機能発現に向けた

適切な利活用の促進と機能性の維持・向上が求められている。そこで、水産業・漁村の多面的

機能に対して、漁港施設が担っている（または担うべき）役割について具体的に整理すること

により、多面的機能の発現、増進に向けた漁港施設の活用方策について検討した。 

 

研究成果 
１． 漁港施設が担っている（または担うべき）役割として、①施設の存在自体が機能を発揮する

場合、②施設が活動の場等として直接的に利用されることにより機能が発揮される場合、③

施設が地域の水産業振興や漁村の維持等に一定の役割を果たして間接的に多面的機能

の維持・増進に寄与している場合、に区分できる。 

２． 漁港施設が多面的機能発現に向けて担う役割はとして、以下のような事項があげられる。 

 「国民の生命財産保全」として、施設の存在自体による津波・高潮等の威力減殺効果や

自然災害等、緊急時の避難及び物資運搬等の防災拠点 

 「自然環境保全」として、藻場の形成や生物の生息場と付加的な水質改善効果 

 「居住や交流の場の提供」として、遊漁や漁業体験等、保養・交流・学習の場 

 「地域社会の形成・維持」として、施設自体の多面的な利用を通じた新たな産業の創出 

 

波及効果 
漁港施設が担う多面的機能は多岐にわたり、すでに一定の役割を果たしていることが確認

された。漁港施設が担う多面的機能が明確になることにより、漁港施設が担う多面的機能の発

揮・増進のための課題及び、課題への対応方向について、より具体的な検討が可能になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

（地域基盤研究チーム：三上信雄・佐伯公康） 

図 漁港施設の機能と多面的機能の関わり
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１．食料・資源の供給

安全・安定な供給 ：自給率向上 ○ ：漁業生産拠点

将来への安心 ：食糧安全保障 ○ ：漁業生産拠点

健康の増進 ：健康安心 V ：間接的に促進

医薬品原料の供給 ：国民医療 V ：間接的に促進

２．自然環境保全

物質循環系の補完 ：人間活動循環系の修復 V ：間接的に促進

環境保全 ：水質浄化・渚クリーン・魚付林 V ：廃棄物処理等の機能施設

生態系保全 ：生物資源保全・干潟・藻場 ○ ：藻場、幼稚魚成育場

３．地域社会の形成・維持

所得と雇用の創出・維持 ：直接・関連産業・高齢者就労 V ：間接的に促進

文化継承・創造 ：郷土（固有）文化・食文化 V ：間接的に促進

起業化 ：漁村と海域の総合的利活用 ○ ：地域における起業の基盤

４．国民の生命財産保全

海難救助 ：漁業者・遭難者 ○ ：海難救助のベース

防災と救援 ：津波・災害救援・汚染除去 ○ ：防災・災害救援のベース

環境モニタリング ：地球環境・環境データ・資源管理 V ：間接的に促進

国境監視 ：不法操業・不審船・漁協情報網 V ：間接的に促進

５．居住や交流の場の提供

居住空間保全 ：国土利用 ○ ：漁村の土地利用の中核

保養 ：遊漁・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ・ﾂｰﾘｽﾞﾑ・ﾀﾗｿﾃﾗﾋﾟｰ ○ ：中心的な活動の場

交流 ：観光・民宿・祭り・朝市 ○ ：中心的な活動の場

教育 ：臨海学校・修学旅行・郷土文化 ○ ：中心的な活動の場

国土開発・保全 ：半島・離島開発 V ：最大の社会資本

景観形成・維持 ：白砂青松 V ：漁港のある景観
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項目 内容 漁港施設との関わり


